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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討

―
越
境
す
る
人
々
―

竹
　
間
　
芳
　
明

　

は
じ
め
に

　

白
山
は
、
古
代
以
来
山
岳
信
仰
の
一
大
拠
点
で

あ
っ
た
。

　

浅
香
年
木
氏
に
よ
れ
ば
、
白
山
を
水
源
と
す
る

大
河
と
流
域
に
生
き
る
人
々
と
の
深
い
関
わ
り
に

よ
り
、
遙
拝
所
の
起
源
が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
そ

れ
ぞ
れ
が
、「
禅
定
道
」
の
起
点
と
な
り
、
越
前
馬

場
平
泉
寺
・
加
賀
馬
場
白
山
寺
・
美
濃
馬
場
長
滝

寺
と
し
て
成
長
す
る
に
至
っ
た
。
浅
香
氏
は
、
こ

れ
ら
三
つ
の
信
仰
拠
点
が
、
決
し
て
閉
鎖
さ
れ
完

結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
稜
線
を
越
え
て
交
通
す

る
山
麓
住
民
や
日
本
海
を
航
行
す
る
人
々
の
移
動

に
よ
り
、
相
互
に
交
流
が
深
ま
っ
た
と
い
う
重
要

な
指
摘
を
し
て
い
る（
１
）。

　

ま
た
、
戦
国
期
の
朝
倉
氏
に
よ
る
北
国
街
道
封
鎖

時
に
も
、
三
馬
場
を
結
ぶ
山
間
部
の
回
廊
は
、
機
能

し
続
け
て
お
り
、
加
賀
山
内
・
越
前
大
野
・
奥
美
濃

間
の
交
通
路
が
ど
う
に
か
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ（
２
）、

白
山
麓
一
帯
の
地
域
が
国
境
を
越
え

て
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
は
一
般
庶
民
は
も
と
よ
り
、
戦
国
大
名
や

有
力
武
将
の
行
動
範
囲
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
白
山
麓
と
い
う
国
境
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

地
域
は
、
生
活
基
盤
や
権
力
の
側
面
か
ら
す
る
と
、

た
え
ず
流
動
的
で
あ
り
、
様
々
な
階
層
が
行
き
来
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
支
配
領
域
も

変
遷
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、『
福
井
県
史
』
通
史
編
二
中
世
・
同

三
近
世
一
、『
勝
山
市
史
』
第
二
巻
原
始
～
近
世
、『
岐

阜
県
史
』
通
史
編
中
世
、『
白
鳥
町
史
』
通
史
編
上

巻
な
ど
の
白
山
麓
周
辺
の
自
治
体
史
で
、
国
境
を
越

え
た
住
民
・
領
主
権
力
の
動
向
に
関
す
る
記
述
が
な

さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
相
互
の
関
連
性
の
解
明
が
進

展
し
て
い
る
。
し
か
し
、
柴
田
勝
安
が
越
前
国
大
野

郡
山
間
部
を
征
圧
し
た
年
が
何
時
な
の
か
、
明
確
な

判
断
を
く
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
課
題
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
白
山
麓
地

帯
に
関
す
る
当
該
期
の
史
料
の
残
存
状
況
が
極
め
て

少
な
く
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
史
料
・
伝
承
・
碑
文

か
ら
類
推
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

小
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改

め
て
、
越
前
国
・
加
賀
国
・
美
濃
国
・
飛
驒
国
に
ま

た
が
る
、
白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討
を
試
み
た
い
。

　

一
、
美
濃
禅
定
道
を
め
ぐ
る
諸
勢
力
の
動
向

　

天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
八
月
、
朝
倉
氏
が
美
濃

国
郡
上
郡
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
軍
事
行
動
に
関
す
る

記
録
は
郡
上
側
で
書
か
れ
た
も
の
だ
け
が
伝
わ
る
。

　
　

�

于
時
天
文
九
年
八
月
廿
五
日
越
前
衆
当
郡
へ
乱

入
し
、
同
日
当
寺
に
彼
人
数
陣
執
、
坊
中
悉
懸

荒
、
乱
坊
狼
籍
沙
汰
之
限
共
候
、
雖
然
衆
僧
老

若
悉
構（

講
）堂

閉
籠
仕
、
種
々
以
公
事
相
続　
々
云　

、　

山
田
篠
脇
城
堅
固
な
る
よ（

に
脱
力
）って

責
候
へ
共
悉
切

崩
、
九
月
廿
三
日
ニ
越
前
へ
追
越
候
也
、
郡
中

諸
侍
希
代
高
名
無
比
類
者
也（
３
）

　

朝
倉
勢
は
白
山
美
濃
馬
場
長
滝
寺
で
陣
を
取
り
、

寺
中
を
荒
ら
し
尽
く
す
な
ど
乱
妨
狼
藉
を
働
き
、
東

常
慶
の
篠
脇
城
を
攻
撃
し
た
が
撃
退
さ
れ
、
九
月

二
三
日
に
越
前
に
撤
兵
し
た
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
、
朝
倉
孝
景
被
官
の
白
山
中
居
社
社
家
石

徹
白
源
三
郎
種
吉
は
、
攻
撃
に
加
わ
る
こ
と
を
命
ぜ
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
一
号

ら
れ
た
が
、
東
常
慶
の
女
婿
だ
っ
た
の
で
参
陣
せ

ず
、
後
に
成
敗
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る（
４
）。

真
偽

の
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
九
月
二
日
付
某
申
状
写

に
よ
れ
ば
、
石
徹
白
村
拾
人
之
社
家
衆
は
、
棟
別
銭

免
除
の
要
請
を
す
る
中
で
、「
従
天
文
九
年
大
郎
左

衛
門
様
を
頼
入
、
先
規
之
旨
申
上　

御
屋
形
様
へ
御

被
官
ニ
罷
成
候
」
と
朝
倉
宗
滴
を
頼
り
朝
倉
孝
景
の

被
官
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
て
い
る（
５
）。

こ
の
申

状
写
か
ら
、
朝
倉
氏
の
郡
上
侵
攻
時
に
、
石
徹
白
白

山
中
居
社
の
「
拾
人
之
社
家
衆
」
が
、
朝
倉
氏
の
被

官
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
石
徹
白
村
は
越
前

国
大
野
郡
に
あ
っ
た
が
、
美
濃
国
郡
上
郡
の
美
濃
馬

場
長
滝
寺
を
起
点
と
す
る
美
濃
禅
定
道
に
位
置
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
越
前
・
美
濃
の
国
境
を
ま
た
が

り
、
美
濃
禅
定
道
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
郡

上
侵
攻
を
契
機
と
し
て
、
美
濃
禅
定
道
に
対
す
る
朝

倉
氏
の
影
響
力
が
顕
在
化
し
て
い
く
。

　

前
年
郡
上
で
は
、
飛
驒
国
の
三
木
直
頼
と
結
ん
だ

畑
佐
勘
解
由
左
衛
門
が
、
対
東
常
慶
戦
に
出
陣
し
て

お
り
戦
乱
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
内
ヶ
嶋
氏
も
三
木
・

畑
佐
方
と
し
て
軍
事
介
入
し
て
い
た
が
、
本
願
寺
派

有
力
寺
院
の
安
養
寺
が
宗
主
証
如
の
意
向
に
反
し
て

東
方
に
味
方
す
る
な
ど
、
郡
上
を
取
り
巻
く
軍
事

情
勢
は
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た（
６
）。

ま
さ
に
、

郡
上
東
氏
は
、
周
辺
隣
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
い
た

の
で
あ
る
。
東
常
慶
は
、
三
木
・
畑
佐
勢
に
敗
れ
た

も
の
の
、
支
配
領
域
を
維
持
し
続
け
て
い
た
。

　
　

起
請
文

　
　

�

右
旨
趣
者
、
今
度
一
乱
之
儀
仁
付
而
、
内
嶋
殿
・

照
蓮
寺
以
御
扱
、
属
無
事
候
、
然
間
於
末
代
、

対
鷲
見
殿
互
成
水
魚
之
思
、無
別
儀
可
申
談
候
、

於
此
上
自
然
之
時
、
中
意
申
族
出
来
候
共
、
大

小
之
事
共
遂
直
談
、
可
申
合
候
、
万
一
此
旨
於

偽
申
者
、
永
世
被
相
放　

御
門
徒
中
、
罷
蒙　

阿
弥
陀
如
来
之
御
罰
、
於
来
世
者
、
可
堕
在
無

間
奈
落
者
也
、
仍
起
請
文
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
新
兵
衛
入
道

　
　
　
　
　

十
二
月
十
七
日            

胤
秀（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
左
近
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
慶（
花
押
）

　
　
　
　

炤（
照
）蓮

寺

　
　
　
　
　
　
　
参
（
傍
線
筆
者（
７
））

　

こ
の
史
料
は
、
飛
驒
国
の
内
ヶ
嶋
氏
と
照
蓮
寺
の

仲
介
で
、
郡
上
の
野
田
常
慶
・
遠
藤
胤
秀
が
、
敵
対

し
て
い
た
鷲
見
氏
と
和
睦
す
る
際
に
書
か
れ
た
起
請

文
で
あ
る（
８
）。　

　

東
常
慶
は
、「
遠
藤
記
」・「
秘
聞
郡
上
古
日
記
」（『
郡

上
八
幡
町
史
』
史
料
編
一
）
で
は
、
野
田
氏
と
称
し

て
い
た
と
し
て
い
る
。
両
書
は
共
に
、
東
氏
を
滅
ぼ

し
た
遠
藤
氏
に
よ
り
近
世
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、
当
時
常
慶
と
名
乗
る

郡
上
の
実
力
者
は
東
氏
以
外
は
な
く
、
野
田
常
慶
は

東
常
慶
と
同
一
人
物
と
判
断
さ
れ
る（
９
）。

遠
藤
胤
秀

は
、
東
氏
重
臣
の
遠
藤
氏
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
兵

衛
を
称
し
て
い
た
の
は
、「
遠
藤
記
」
や
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
胤
好
・
胤
縁
・
胤
基
で
あ

り
、
人
物
は
特
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該

期
の
史
料
と
後
世
の
史
料
の
間
に
食
い
違
い
が
散
見

す
る
の
が
、
戦
国
期
の
美
濃
国
郡
上
郡
や
隣
国
飛
驒

国
の
特
徴
で
あ
る（
⓾
）。

　

起
請
文
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
傍
線
部
の

文
言
で
あ
る（
⓫
）。

宛
名
が
下
間
氏
な
ど
の
世
俗
に
関

わ
る
内
衆（
⓬
）で

は
な
く
照
蓮
寺
自
体
で
あ
る
た
め
に
、

破
門
・
阿
弥
陀
仏
の
罰
を
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
七
月
一
七
日
付
の

本
願
寺
新
門
主
（
教
如
）
宛
織
田
信
長
起
請
文
で
は
、

阿
弥
陀
仏
で
は
な
く
諸
神
に
誓
っ
て
い
る（
⓭
）。

破
門

は
、
そ
の
対
象
者
が
門
徒
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

ろ
う
。
東
氏
・
遠
藤
氏
は
、
安
養
寺
と
の
関
係
が
深
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
的
に
せ
よ
両
名
が
安
養
寺

門
下
に
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
阿
弥
陀
起
請

に
関
し
て
は
、
今
後
諸
神
起
請
と
の
比
較
対
象
を
し

た
う
え
で
、
精
査
検
討
し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
飛
驒
国
の
本
願
寺
派
有
力
寺
院

照
蓮
寺
と
そ
の
姻
戚
で
与
力
的
一
族
の
内
ヶ
嶋
氏（
⓮
）

が
、
奥
美
濃
郡
上
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
二
つ
の

史
料
か
ら
も
窺
え
る
。

［
史
料
Ａ
］

　
　

返
々
賀
州
山
斗
之
事
、
堂
を
も
被
立
候
時
者
、

　
　

拾
貫
可
納
よ
し
候
、
又
修
理
斗
の
時
者
、
三

　
　

貫
文
可
納
候
、
又
修
理
も
な
き
時
者
、
一
銭

　
　

も
納
間
敷
被
申
定
候
、
不
及
覚
悟
候
へ
共
、

　
　

中
野
よ
り
異
見
存
候
間
、
兎
角
不
及
申
定
候
、

　
　

其
分
心
得
ら
れ
へ
く
候
、

　

書
状
委
細
令
披
見
候
、
仍
而
加
賀
山
斗
之
事
、

　

眞
如
坊
中
野
へ
越
候
て
、
種
々
被
申
候
由
に
て
、

　

照
蓮
寺
よ
り
異
見
之
儀
候
間
、
堂
を
も
被
立
候

　

時
ハ
、
拾
貫
文
可
納
候
、
又
修
理
之
時
者
、
三

　

貫
文
可
有
取
沙
汰
之
由
被
申
定
候
、
不
及
覚
悟

　

事
候
へ
共
、
照
蓮
寺
異
見
之
事
候
間
、
如
此
申

　

定
候
、
眞
如
坊
よ
り
証
文
を
取
候
て
被
下
候
、

　

其
分
可
被
心
得
候
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

五
月
十
六
日              

雅（
内
ヶ
嶋
）氏（
花
押
）

　
　
　
　
　

卿
殿
へ
御
返
事
（
傍
線
筆
者（
⓯
））

［
史
料
Ｂ
］

　

就
長
瀧
寺
之
儀
付
而
、
重
而
治
部
卿
殿
を
以
蒙

　

仰
候
、
先
以
畏
入
候
、

　

一
日
御
料
田
之
儀
、
如
前
々
異（

以
）後
迄
、
無
別
儀
、

　

竹
本
坊
可
申
付
候
、
従
惣
寺
被
申
候
由
承
候
、

　

得
其
意
存
候
、

　

�

一
買
地
并
門
前
役
所
之
儀
、
右
ニ
如
申
候
、
竹
本

坊
三
代
相
見
仕
候
間
、
不
及
覚
悟
候
由
難
申
候
、

御
異
見
之
事
候
間
、
惣
寺
へ
返
申
候
、
我
等
儀
、

同
前
ニ
而
、
如
御
意
、
満
山
於
入
魂
者
、
向
後
之

儀
別
儀
有
間
敷
候
、

　

�

一
先
度
如
申
入
候
、
従
惣
寺
国
中
へ
許
諾
被
申
候

儀
ニ
付
而
、
若
従
国
中
、
竹
本
坊
へ
違
乱
之
儀
、

被
申
候
者
、
無
疎
略
段
、
可
申
分
候
、
其
旨
申
入

候
処
ニ
、
帰
雲
ニ
御
意
得
給
候
由
承
候
、
肝
要
候
、

委
細
治
部
卿
殿
申
入
候
間
、
令
省
略
候
、
恐
惶
謹

言
、

　
　
　
　

九
月
廿
日                     
氏
保（
花
押
）

　
「（

異
筆
）天文

二
年
癸
巳
」

　
「（

奥
切
封
ウ
ワ
書
）

（
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　

鷲
見　

   

　

照
蓮
寺　

貴
報　
　
　
　
　
　

氏
保（
⓰
）」

　
［
史
料
Ａ
］
の
宛
名
の
卿
殿
は
、［
史
料
Ｂ
］
の
治

部
卿
と
考
え
ら
れ
る
。「
経
聞
坊
慶
祐
同
坊
由
緒
書（
⓱
）」

に
よ
れ
ば
、
内
ヶ
嶋
氏
家
督
兵
庫
頭
（
兵
庫
助
）
の

弟
応
円
が
経
聞
坊
を
継
ぎ
、
そ
の
孫
で
「
飛
州
三
木

伊
豫
守
殿
息
女
」
を
妻
女
と
す
る
治
部
卿
も
経
聞
坊

を
継
い
で
い
る
。
そ
の
後
、
遠
藤
但
馬
守
（
慶
隆
）

の
命
に
よ
り
治
部
卿
は
徳
方
と
改
名
し
た
と
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
、
内
ヶ
嶋
兵
庫
助
の
父
雅
氏
は
天

文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
死
ん
で
お
り
、
遠
藤
慶
隆
は

天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で（
⓲
）、

慶
隆
と
同
世
代
と
考
え
ら
れ
る
徳
方
は
［
史
料
Ａ
］

の
卿
＝
治
部
卿
と
は
見
な
し
が
た
い（
⓳
）。

年
代
か
ら

卿
＝
治
部
卿
は
、
内
ヶ
嶋
雅
氏
の
弟
で
経
聞
坊
院
主

の
良
明
（
応
円
の
師
で
あ
り
叔
父
）
と
比
定
さ
れ
よ

う
。

　
［
史
料
Ａ
］
で
は
、
加
賀
の
山
で
堂
の
建
立
・
修

理
を
行
う
時
に
は
、
一
定
額
を
納
入
す
る
こ
と
が
、

眞
如
坊
の
依
頼
で
照
蓮
寺
か
ら
申
し
入
れ
さ
れ
た
の

で
了
承
し
た
こ
と
を
、
内
ヶ
嶋
雅
氏
が
経
聞
坊
良
明

に
伝
え
て
い
る
。

　

加
賀
の
山
の
堂
と
は
、
白
山
禅
頂
の
堂
舎
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
白
山
信
仰
の
拠
点
美
濃
馬
場
長
滝
寺
の
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塔
頭
経
聞
坊
と
眞
如
坊
と
の
間
で
、
加
賀
の
山
の
利

権
を
め
ぐ
る
が
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
こ
の
長
滝
寺
の
塔
頭
同
士
の
問
題
に
関
し

て
、
本
願
寺
派
有
力
寺
院
照
蓮
寺
が
姻
戚
の
内
ヶ
嶋

氏
を
通
じ
て
仲
介
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

長
滝
寺
の
信
仰
圏
は
、
照
蓮
寺
の
教
化
圏
と
ほ
ぼ

重
な
る
状
況
で
あ
っ
た（
⓴
）。

た
だ
し
、
両
者
間
で
の

対
立
・
競
合
は
み
ら
れ
な
い
。
戦
国
期
以
降
に
真
宗

本
願
寺
派
の
教
線
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
も
の
の
、

白
山
信
仰
が
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
重
層
的
に

共
存
し
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る（
㉑
）。

内
ヶ
嶋
一

族
が
長
滝
寺
経
聞
坊
院
主
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ

の
証
左
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
長
滝
寺
塔
頭
間
の
対

立
・
諸
問
題
に
、
照
蓮
寺
が
介
在
せ
ね
ば
解
決
で
き

な
か
っ
た
点
、
す
な
わ
ち
照
蓮
寺
が
飛
驒
・
奥
美
濃

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

　
［
史
料
Ｂ
］
で
は
、
仏
神
田
・
買
地
・
門
前
役
所

に
関
す
る
長
滝
寺
塔
頭
竹
本
坊
の
権
益
に
つ
い
て
、

美
濃
国
郡
上
郡
の
有
力
武
将
鷲
見
氏
保
が
、
照
蓮
寺

に
遵
守
を
誓
約
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
経
聞
坊
院

主
治
部
卿
・
帰
雲
城
の
内
ヶ
嶋
氏
が
深
く
関
与
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

照
蓮
寺
・
内
ヶ
嶋
氏
と
長
滝
寺
と
の
深
い
関
わ
り

は
、
そ
の
地
理
的
事
情（
㉒
）に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
と

も
に
、
美
濃
・
飛
驒
・
加
賀
・
越
前
の
国
境
近
く
に

位
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。
こ
の
脈
絡
で
、
先
の
朝
倉
氏
の
郡
上
侵

攻
時
に
お
け
る
長
滝
寺
で
の
陣
取
・
乱
妨
狼
藉
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

越
前
国
大
野
郡
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
越
前

平
野
部
と
美
濃
国
を
結
ぶ
中
間
点
に
位
置
し
、
交
通

上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
ル
ー
ト
は
い

く
つ
か
存
在
し
、
峠
を
越
え
人
と
物
資
の
往
来
が
な

さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
油
坂
峠
は
、
日
本
海
側

と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
越
前
穴

間
か
ら
郡
上
へ
の
浄
土
真
宗
の
弘
通
の
ル
ー
ト
で
も

あ
っ
た（
㉓
）。

朝
倉
勢
は
、
郡
上
侵
攻
時
に
、
真
っ
先

に
長
滝
寺
を
占
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
峠
を

通
過
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
の
時
の
荒
廃
か
ら
長
滝
寺
は
立
ち
直
り
、
そ
の

後
、
塔
頭
経
聞
坊
は
、
朝
倉
孝
景
の
跡
を
継
い
だ
義

景
か
ら
、
次
の
書
状
を
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　

就
在
国
之
儀
、
早
々
案
内
祝
著
至
候
、
仍
樽
進

　
　

之
候
、
委
細
玄
蕃
助
・
小
林
新
介
可
申
候
、
猶

　
　

藤
田
八
郎
兵
衛
尉
可
演
説
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
六
日　
　
　

義
景（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

経
聞
坊（
㉔
）

　

長
滝
寺
経
聞
坊
が
在
国
中
の
義
景
に
挨
拶
を
し
た

返
礼
と
し
て
、
樽
を
贈
っ
た
こ
と
を
書
い
て
お
り
、

両
者
が
友
好
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

長
滝
寺
は
、
朝
倉
孝
景
の
郡
上
侵
攻
で
甚
大
な
被
害

を
被
っ
た
が
、
義
景
の
代
に
は
朝
倉
氏
と
の
関
係
が

改
善
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

一
方
で
、
朝
倉
氏
と
敵
対
し
て
い
た
東
常
慶
・
常

堯
父
子
は
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
八
月
に
、「
執

行
進
退
之
儀
、
今
度
悪
党
同
意
、
其
上
不
相
届
子
細
」

と
「
被
官
之
儀
、
可
申
付
之
由
存
分
候
之
儀
」
の
一

連
の
処
置
に
関
し
て
、
経
聞
坊
に
対
し
て
了
承
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
常
慶
は
、「
寶
幢
坊
々

跡
之
儀
相
続
之
事
」
で
も
、
経
聞
坊
へ
指
示
を
下
し

て
お
り
、
長
滝
寺
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た（
㉕
）。

　

し
か
し
、
翌
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
は
、

　
　

�

当
郡
就（

マ
マ
）

倮
乱
八
月
ヨ
リ
退
転
仕
候
、
然
者
当
寺

　
　

�

悉
ク
社
内
等
迄
悉
破
、
満
山
悉
ク
方
々
ヘ
退
散

仕
候
、
無
是
非
様
体
無
申
事
候
、
竹
本
坊
・
経

聞
坊
・
学
仏
坊
窂
人
候
分
也
、
雖
然
道
雅
・
良

松
・
良
定
・
堯
盛
其
外
衆
分
十
人
余
相
残
寺
役
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

以
下
如
形
勤
申
候
也（
㉖
）

　

と
い
っ
た
、
郡
上
郡
内
の
東
氏
と
遠
藤
氏
の
覇
権

争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
経
聞
坊
な
ど
の
塔
頭
が
牢
人

す
る
な
ど
再
び
長
滝
寺
は
荒
廃
し
た
。こ
の
争
乱
で
、

東
氏
は
没
落
し
、
遠
藤
氏
が
台
頭
し
て
い
く（
㉗
）。　

　

そ
の
後
、
朝
倉
氏
の
美
濃
国
郡
上
郡
へ
の
軍
事
介

入
・
侵
攻
は
な
か
っ
た
が
、
遠
藤
氏
と
の
関
わ
り
は
、

元
亀
年
間
に
武
田
信
玄
を
介
し
た
同
盟
関
係
を
構
築

す
る
ま
で（
㉘
）、

判
然
と
し
な
い
。
管
見
で
は
、
少
な

く
と
も
、敵
対
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
い
。

ま
た
、
飛
驒
国
の
内
ヶ
嶋
氏
・
照
蓮
寺
と
の
関
係
も
、

不
明
で
あ
る
。
当
該
期
の
史
料
か
ら
、朝
倉
義
景
は
、

対
加
賀
一
揆
戦
に
専
念
し
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。

　

白
山
を
取
り
巻
く
、
越
前
国
・
美
濃
国
・
飛
驒
国

の
諸
勢
力
は
、
そ
の
地
理
的
関
係
に
よ
り
、
美
濃
馬

場
長
滝
寺
と
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
複
雑
に
絡
み
合

い
な
が
ら
、
伸
張
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
次
節
で
は
、
朝
倉
氏
と
美
濃
禅
定
道
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

　

二
、
美
濃
禅
定
道
と
朝
倉
氏

　

先
述
の
よ
う
に
、
朝
倉
氏
の
郡
上
侵
攻
の
年
に
、

石
徹
白
の
白
山
中
居
社
の
「
拾
人
之
社
家
衆
」
が
、

朝
倉
氏
の
被
官
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
守
護
・

戦
国
大
名
権
力
か
ら
自
立
し
て
い
た（
㉙
）。

す
な
わ
ち
、

越
前
国
へ
の
帰
属
意
識
は
、も
と
も
と
希
薄
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
美
濃
禅
定
道
に
お
け
る
権
益
維
持
・
拡
大

に
関
心
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

白
山
禅
頂
の
中
で
、
美
濃
禅
定
道
に
深
く
関
わ
る

の
が
別
山
だ
っ
た
。
越
前
馬
場
平
泉
寺
は
、
既
に
義

景
の
先
代
孝
景
か
ら
、「
別
山
御
遷
座
」
を
執
り
行

う
こ
と
を
了
承
さ
れ
て
お
り
、
公
然
と
美
濃
馬
場
の

利
権
獲
得
に
乗
り
出
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
㉚
）。

そ
の
後
も
、
別
山
の
権
益
・
支
配
に
関
わ
る
裁
定
は
、

朝
倉
氏
に
委
ね
ら
れ
て
い
た（
㉛
）。

　
　

�
乍
恐
令
啓
上
候
、
仍
去
年
ヨ
リ
上
打
波
衆
、
三

之
峯
ニ
新
関
居
申
候
之
儀
、
前
代
未
聞
之
由
申

上
候
処
、
則
御
上
使
被
遣
、
被
為
仰
付
候
段
、

忝
存
候
、
就
其
申
掠
之
儀
、
迷
惑
仕
候
間
、
一

書
を
以
申
上
候
、
然
所
其
以
後
又
新
関
を
重
堅

申
付
、
役
銭
等
道
者
ニ
申
懸
取
申
候
、
此
儀
去

年
已
来
度
々
雖
訴
訟
申
上
候
、
無
御
透
候
ニ
付

而
、
于
今
一
途
不
被
仰
付
候
、
然
者
又
当
年
水

の
ミ
ノ
宿
為
被
仰
付
由
申
候
而
、
可
相
居
用
意

ニ
候
、
左
候
ヘ
ハ
、
岡
方
関
共
ニ
新
関
四
ツ
居

申
候
、
加
様
に
御
座
候
ヘ
ハ
、
諸
国
道
者
并
先

達
衆
迄
、
拙
者
不
相
届
旨
、
存
分
在
之
御
事
ニ

候
、
就
其
濃
州
長
瀧
寺
ヨ
リ
拙
者
訴
訟
之
段
、

余
ニ
延
引
之
条
、
従
長
瀧
寺　

御（
朝
倉
義
景
）

屋
形
様
江
如

此
之
御
理
申
上
、
我
等
手
前
等
迄
可
有
進
退
之

由
候
、
致
迷
惑
候
、
可
然
様
ニ
被
成
御
披
露
、

一
途
被
為
仰
付
候
者
、
忝
可
存
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

五
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

長
澄（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
三
郎
左
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
一
右
衛
門
尉
殿人々

御
中（㉜
）　

　

越
前
国
の
上
打
波
衆
が
美
濃
禅
定
道
の
三
ノ
峰
に

新
関
を
設
け
た
こ
と
を
、
石
徹
白
中
居
社
社
家
の
石

徹
白
長
澄
が
朝
倉
氏
に
訴
え
た
。
そ
の
内
容
を
要
約

す
る
と
、

　

上
使
の
命
令
に
対
し
て
、
上
打
波
村
の
住
人
は
、

何
か
と
言
い
逃
れ
を
し
、
新
関
を
維
持
し
て
、
不
当

に
道
者
か
ら
役
銭
を
徴
収
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
去
年
か
ら
何
度
も
訴
え
て
い
る
が
、
取
り
上
げ

ら
れ
ず
、未
だ
に
命
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

彼
等
は
新
た
に
「
水
の
ミ
ノ
宿
」
に
新
関
を
設
け
よ

う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
岡
の
関
を
加
え
る
と
新
関

が
四
つ
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
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状
況
な
の
で
諸
国
の
道
者
・
先
達
衆
を
掌
握
で
き
ず
、

困
っ
て
い
る
。
こ
の
件
は
、
訴
訟
が
余
り
に
も
長
引

い
て
い
る
の
で
、
美
濃
国
長
滝
寺
か
ら
も
直
接
朝
倉

義
景
に
訴
え
が
な
さ
れ
、
石
徹
白
中
居
社
の
領
域
迄

支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
と
主
張
し
、
迷

惑
し
て
い
る
。

　

岡
は
、
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
に
石
徹
白
彦

右
衛
門
尉
（
長
澄
）
に
対
し
て
、
一
年
限
り
の
新
関

設
置
の
承
認
を
求
め
た
「
岡
藤
兵
衛
ひ
ろ
の
ふ
」
で

あ
る
。
岡
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
朝
倉
氏
へ
の
訴
訟

は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
頼
ん
で
お
り
、
不
法
行
為
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た（
㉝
）。

　

岡
の
居
住
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
倉
氏
を
美
濃

禅
定
道
に
関
わ
る
裁
定
者
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
美
濃
馬
場
長
滝
寺
も
同
様
で
、
上
打

波
村
の
美
濃
禅
定
道
へ
の
侵
出
に
対
す
る
、
石
徹
白

中
居
社
の
訴
訟
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
を
巧
み
に
利

用
し
、
独
自
に
直
接
朝
倉
氏
当
主
の
義
景
に
訴
え
、

中
居
社
の
領
域
を
侵
食
す
る
動
き
を
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　

当
時
、
長
滝
寺
自
体
は
、
美
濃
国
郡
上
郡
遠
藤
氏

の
支
配
下
に
あ
っ
た
が（
㉞
）、

美
濃
禅
定
道
の
利
権
は
、

国
境
を
ま
た
が
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
々
の
状
況

に
応
じ
て
、
朝
倉
氏
に
裁
定
を
仰
い
だ
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
長
滝
寺
側
に
よ
る
主
体
的
・
積
極
的
な
両

属
関
係
と
い
え
よ
う
。

　

上
打
波
村
の
美
濃
禅
定
道
へ
の
介
入
・
侵
出
は
、

近
隣
の
村
も
交
え
て
複
雑
化
し
て
い
た
。
上
打
波
村

と
結
託
し
た
加
賀
国
山
内
の
牛
首
・
風
嵐
両
村
も
、

別
山
役
所
で
勝
手
に
役
銭
を
徴
収
し
、
石
徹
白
村
が

付
置
い
て
い
た
二
名
の
人
間
を
人
質
と
し
て
連
行
し

て
い
る
。
こ
れ
を
石
徹
白
長
澄
が
、
朝
倉
氏
に
訴
え

た
と
こ
ろ
、
両
村
の
者
を
捕
縛
す
る
よ
う
に
指
令
さ

れ
た
。
し
か
し
、
両
村
に
同
心
す
る
上
打
波
之
山
本

又
太
郎
・
雨
池
之
助
左
衛
門
に
役
所
を
任
せ
て
、
加

州
之
者
共
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
長
澄
は
、「
彼
打

波
之
者
、
加
州
之
者
ニ
成
替
り
、
別
山
致
進
退
候
段
」

に
つ
い
て
朝
倉
氏
の
裁
定
を
仰
い
で
い
る（
㉟
）。

　

上
打
波
村
は
、
加
賀
国
牛
首
・
風
嵐
村
へ
十
里
、

石
徹
白
村
へ
四
里
の
距
離
に
位
置
し
、
打
波
川
上
流

か
ら
加
越
国
境
の
尾
根
づ
た
い
に
白
山
参
詣
登
山
道

が
あ
り
、
三
ノ
峰
で
石
徹
白
か
ら
の
登
山
道
と
合
流

す
る
。
牛
首
・
風
嵐
両
村
と
は
、
近
世
以
降
も
親
密

な
関
係
を
維
持
し
続
け
て
い
た（
㊱
）。

ま
さ
に
三
ノ
峰

は
、
石
徹
白
村
と
利
害
が
衝
突
す
る
場
で
あ
っ
た
。

　

石
徹
白
長
澄
の
朝
倉
氏
へ
の
二
つ
の
訴
え
か
ら
、

越
前
国
・
加
賀
国
・
美
濃
国
の
山
峡
の
国
境
を
越
え

て
住
民
が
頻
繁
に
自
由
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。白
山
麓
の
加
越
国
境
の
上
打
波
村
と
牛
首
・

風
嵐
村
は
、
美
濃
国
別
山
の
利
権
（
役
銭
＝
参
銭
徴

収
）
の
押
領
強
奪
の
た
め
に
共
同
歩
調
を
と
っ
た
の

だ
っ
た
。

　

当
該
期
の
別
山
・
三
ノ
峰
の
支
配
に
関
わ
る
裁
定

は
朝
倉
氏
が
行
っ
て
い
た
が
、
強
硬
手
段
に
よ
り
石

徹
白
村
の
権
益
を
侵
し
た
牛
首
・
風
嵐
両
村
は
、
朝

倉
氏
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
加
賀
一
揆
の
山
内
四
組

の
牛
首
組
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
㊲
）。

ち
な

み
に
、
朝
倉
氏
と
本
願
寺
の
和
睦
が
最
終
的
に
締
結

さ
れ
た
の
は
、
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
で
あ
る（
㊳
）。

こ
の
和
睦
に
よ
り
加
越
間
の
戦
闘
は
終
息
し
た
。

　

岡
方
＝
岡
藤
兵
衛
の
新
関
に
対
し
て
異
議
を
唱
え

た
、
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
の
石
徹
白
藤
十
郎

申
状
案
で
は（
㊴
）、

白
山
禅
頂
に
つ
い
て
「
彼
三
之
御

山
之
儀
者
、
何
も
加
刕
内
ニ
て
御
座
候
ヘ
共
、
大
御

前
ハ
、
飛
騨
三
木
方
別
当
ニ
而
進
退
被
仕
候
、
お
な

ん
ち
ハ
加
賀
那
多
寺
よ
り
取
行
被
申
候
、
別
山
者
、

拙
者
昔
よ
り
進
退
仕
候
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
者

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。　

　

藤
十
郎
は
、慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
長
住
（
長
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

澄
）
か
ら
石
徹
白
家
職
を
譲
ら
れ
て
お
り（
㊵
）、

先
代

の
長
澄
と
と
も
に
別
山
支
配
に
関
わ
る
訴
え
を
朝
倉

氏
に
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
澄
に
よ

る
訴
え
は
、
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
岡
方
の

新
関
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
藤
十
郎
の
申

状
案
と
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
勝

山
市
史
』
第
二
巻
の
記
述
の
よ
う
に（
㊶
）永

禄
一
〇
年

（
一
五
六
七
）
と
比
定
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
朝
倉

氏
が
加
賀
一
揆
と
交
戦
状
態
に
あ
り
敵
対
し
て
い
た

時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

飛
驒
国
三
木
氏
・
加
賀
国
那
谷
寺
・
越
前
国
石
徹

白
氏
に
よ
る
分
割
支
配
下
と
い
う
、
複
雑
化
し
た
白

山
禅
頂
・
山
麓
の
状
況
こ
そ
が
、
美
濃
禅
定
道
に
諸

勢
力
が
公
然
と
侵
入
し
、
権
益
を
侵
犯
す
る
と
い
う

下
地
を
形
成
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

牛
首
・
風
嵐
両
村
は
、
加
賀
一
揆
の
構
成
員
の
立

場
に
収
斂
し
て
お
ら
ず
、
一
揆
内
の
尾
添
村
と
争
っ

た
加
賀
禅
定
道
の
事
例
と
同
様
に（
㊷
）、

参
銭
徴
収
権
簒

奪
と
い
う
目
的
で
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

生
活
権
の
向
上
を
第
一
義
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

越
前
国
上
打
波
村
と
は
、
国
境
に
関
係
な
く
交
流
し

て
い
て
、
支
配
・
統
轄
権
が
錯
綜
し
て
い
る
間
隙
を

突
い
て
、共
闘
し
実
力
行
使
し
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、

敵
国
越
前
へ
の
侵
攻
と
い
う
軍
事
行
動
で
は
な
い
。

　

両
村
に
よ
る
加
賀
禅
定
道
へ
の
侵
出
で
は
、
越
前

馬
場
平
泉
寺
と
結
託
し
た
が
、
近
世
に
至
り
、
最
終

的
に
は
平
泉
寺
と
相
論
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
年
代
は
未
詳
だ
が
、
七
月
二
八
日
付
か

さ
ま
し
・
牛
首
両
村
年
寄
書
状
で
は
、
白
山
中
居
社

の
社
家
桜
井
平
衛
門
尉
に
、
年
寄
の
判
断
で
現
銀

六
百
目
で
美
濃
室
を
建
て
る
旨
を
、
丁
寧
に
伝
え
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
利
害
関
係
で
離
合
集
散

を
く
り
返
し
て
い
た
の
だ
っ
た（
㊸
）。

　

別
山
を
含
め
、
各
白
山
の
禅
頂
は
、
閉
ざ
さ
れ
た

空
間
で
は
な
く
、
排
他
的
既
得
権
を
独
占
し
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
新
た
な
勢
力
が
、
介
入
す
る
可
能
性
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
浅
香
年
木
氏
・
見
瀬

和
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
決
し
て
篤
い
信
仰
心

に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た（
㊹
）。

　

一
方
、
朝
倉
氏
は
、
対
加
賀
一
揆
戦
と
し
て
対
応

し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
領
国
内
の
紛
争
を
解
決
す

る
一
環
と
し
て
、
牛
首
・
風
嵐
両
村
の
関
係
者
の
捕

縛
を
指
令
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
を
石
徹

白
長
澄
自
身
が
行
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
だ
け
で
、

朝
倉
氏
が
直
接
乗
り
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

だ
け
、
係
争
地
の
美
濃
禅
定
道
に
対
す
る
朝
倉
氏
の

支
配
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
朝

倉
氏
が
支
配
権
強
化
を
図
っ
た
形
跡
も
な
い
。
白
山

支
配
自
体
よ
り
も
、
美
濃
禅
定
道
の
相
論
の
裁
定
を

通
じ
た
白
山
信
仰
へ
の
関
与
に
よ
る
人
心
収
攬
を
重

視
し
た
も
の
と
、
判
断
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
天
文

九
年
（
一
五
四
〇
）
に
、
今
川
義
元
が
、
石
徹
白
林

阿
弥
に
、
領
国
駿
河
・
遠
江
国
の
道
者
の
美
濃
禅
定

道
に
お
け
る
宿
坊
と
し
て
の
立
場
を
保
証
し
て
い
る

こ
と
や
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
に
、
尾
張
国

の
織
田
信
秀
が
、
加
賀
禅
定
道
の
御
汝
峰
大
已
貴
社

殿
再
建
の
願
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
通
じ
る
も

の
で
あ
る（
㊺
）。

　

当
時
、
今
川
氏
・
織
田
氏
は
、
美
濃
禅
定
道
や
加

賀
禅
定
道
に
勢
力
を
及
ぼ
す
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
直
接
的
な
支
配
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
戦
国
大
名
・
有
力
武
将
が
白
山
信
仰
に
何
ら
か

の
形
で
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
だ

け
、
白
山
信
仰
が
広
範
囲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
真
宗
本
願
寺
派
の
信
仰
は
、
白
山
麓

で
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
白

山
信
仰
が
衰
退
の
一
途
を
遂
げ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い（
㊻
）。
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五
十
八
巻
一
号

　

三
、
美
濃
禅
定
道
の
変
遷

　

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
六
月
、
織
田
信
長
の
近

習
菅
屋
長
頼
は
、
白
山
別
山
大
行
事
権
現
に
「
信
心

大
施
主
平

（
織
田
）信
長
」
の
奉
行
と
し
て
鰐
口
を
寄
進
し
、

石
徹
白
中
居
神
社
境
内
に
お
け
る
禁
制
を
発
給
し
て

い
る（
㊼
）。

当
時
織
田
信
長
は
、
浅
井
長
政
・
本
願
寺

と
提
携
し
た
朝
倉
義
景
と
一
進
一
退
の
攻
防
を
く

り
ひ
ろ
げ
て
い
た
。
前
年
の
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

に
は
、
近
江
を
舞
台
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り（
㊽
）、

決
し
て
朝
倉
義
景
の
勢
力
が
衰
退
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
信
長
の
鰐
口
寄
進
は
、
父
信
秀
が

願
人
と
な
っ
た
こ
と
と
同
様
に
、
白
山
信
仰
の
支
援

を
通
じ
た
人
心
収
攬
を
目
的
と
し
た
も
の
と
み
な
す

べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
白
山
中
居
社
側
も
、
織
田
氏

に
接
近
す
る
こ
と
で
、
戦
況
が
ど
う
こ
ろ
ん
で
も
よ

い
よ
う
に
対
応
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
両
属

と
い
う
よ
り
、複
数
の
勢
力
と
関
係
を
持
つ
こ
と
で
、

神
社
・
社
家
の
存
続
を
図
っ
た
方
策
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
美
濃
馬
場
長
滝
寺
も
、
信
長
が
上
洛

を
果
た
し
た
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
、「
信
長

之
武
勇
致
無
比
類
之
義
也
」
と
絶
賛
し
た
う
え
で
、

時
之
院
主
阿
名
院
神
澄
が
井
口
（
岐
阜
）
へ
伺
候
し
、

信
長
に
対
面
し
て
「
往
昔
之
寺
法
被
申
宣
制
札
被
給

置
」
て
い
る
。
し
か
し
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の

戦
い
は
、
信
長
贔
屓
の
長
滝
寺
か
ら
み
て
も
、「
山
三

井
寺
ハ
何
方
之
味
方
共
不
見
風
体
ニ
美
濃
・
尾
張
之

一
揆
モ
既
可
発
候
処
、
信
長
之
手
成
可
然
間
引
足
与

相
見
」
る
状
況
だ
っ
た
。
石
山
合
戦
と
連
動
し
た
美

濃
・
尾
張
の
一
揆
が
蜂
起
し
、
織
田
勢
は
撤
退
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
㊾
）。

　

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
、七
月
に
天
正
と
改
元
）
四
月
、

対
織
田
戦
に
お
け
る
朝
倉
氏
・
浅
井
氏
・
本
願
寺
の

有
力
軍
事
同
盟
者
武
田
信
玄
が
死
に
、
戦
局
は
大
き

く
変
化
す
る
。
同
年
八
月
、
浅
井
長
政
の
救
援
に
失

敗
し
た
朝
倉
義
景
は
、退
却
時
に
織
田
勢
に
大
敗
し
、

追
撃
さ
れ
滅
亡
し
た
。
義
景
を
裏
切
り
、
信
長
に
服

属
し
た
朝
倉
景
鏡
は
、
土
橋
信
鏡
と
改
名
し
、
本
領

を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
越
前
国
の
情
勢
は

不
安
定
で
、
短
期
間
で
支
配
者
が
入
れ
替
わ
り
、
天

正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
は
、
国
中
の
一
揆
に
よ
り

織
田
勢
が
放
逐
さ
れ
、
本
願
寺
政
権
が
成
立
す
る（
㊿
）。

　

朝
倉
氏
滅
亡
以
前
に
大
野
郡
司
だ
っ
た
景
鏡
＝
信

鏡
は
、石
徹
白
長
澄
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

郡
職
の
祝
い
の
鳥
目
二
十
疋
の
礼
状
を
桜
井
福
千
世

に
送
っ
て
お
り
、
織
田
政
権
下
で
は
、
桜
井
平
右
衛

門
へ
知
行
を
宛
行
っ
い
る
。
平
右
衛
門
は
、
朝
倉
義

景
か
ら
も
、「
山
中
路
次
之
儀
」
で
、
奔
走
し
た
こ

と
を
賞
さ
れ
て
お
り
、
朝
倉
氏
滅
亡
を
契
機
に
、
信

鏡
と
行
動
を
と
も
に
し
、
信
鏡
配
下
と
い
う
形
で
織

田
方
に
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
�
）。

　

本
願
寺
政
権
下
の
越
前
国
で
、
織
田
方
の
桜
井
平

右
衛
門
の
息
平
四
郎
は
、
信
長
と
信
鏡
の
連
絡
役
と

し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
大
野
郡
六
呂
師
で
、
捕
ら

わ
れ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
は
、
信
長
の
も

と
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
石
徹
白
が
殺
害
場
所

と
な
っ
て
お
り
、
主
犯
格
と
し
て
杉
本
勘
解
由
父
子

と
善
空
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る（
�
）。

殺
害
場
所
に
つ

い
て
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
が
、
石
徹
白
―
六
呂
師

―
平
泉
寺
と
い
っ
た
山
間
部
の
ル
ー
ト
で
平
四
郎
が

往
来
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

六
呂
師
村
の
住
民
は
、七
山
家
の
構
成
員
で
あ
り
、

七
山
家
一
揆
は
、
大
野
・
南
袋
・
北
袋
一
揆
と
と
も

に
「
山
中
ノ
一
揆
」
と
し
て
、
信
鏡
や
こ
れ
を
匿
っ

て
い
た
平
泉
寺
と
激
し
く
対
立
し
、
一
触
即
発
の
状

態
だ
っ
た（
�
）。

ま
さ
に
、
桜
井
平
四
郎
は
、
敵
方
の

領
域
内
で
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
点
で
、
石
徹
白
長
澄
は
、
信
鏡
配
下
で
あ
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
桜
井
平
右
衛
門
尉
に

起
請
文
を
送
っ
て
お
り
、
石
徹
白
中
居
社
の
主
な
社

家
は
織
田
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
�
）。

　

一
方
、
本
願
寺
政
権
の
首
領
下
間
頼
照
は
、
美
濃

国
郡
上
郡
安
養
寺
宛
の
書
状
で
、

　
　

�

先
日
者
、
以
飛
脚
申
候
キ
、
定
而
可
有
参
著
候
、

仍
而
石
徹
白
［　
　

］
平
泉
寺
へ
此
中
通
路
在

之
由
候
、
然
者
、
此
道
堅
留
申
度
候
間
、
其
許

才
覚
専
用
候
、
即
石
徹
白
紀
伊
守
方
へ
も
堅
申

越
候
、
尚
期
後
音
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

四
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

理
乗（
花
押
）

　
　
　
　
　

安
養
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

 

床
下
（
傍
線
筆
者（
�
））

　

と
石
徹
白
―
平
泉
寺
間
の
通
路
の
遮
断
・
防
備
を

依
頼
し
、
石
徹
白
紀
伊
守
に
も
協
力
を
強
く
求
め
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

紀
伊
守
は
、
長
澄
の
三
代
前
か
ら
、
歴
代
の
石
徹

白
神
主
家
当
主
が
名
乗
っ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
る

が
、
長
澄
自
体
が
紀
伊
守
を
称
し
て
い
た
か
は
不
明

で
あ
る（
�
）。

し
か
し
、
先
代
神
主
ま
で
称
し
て
い
た

紀
伊
守
の
該
当
人
物
は
、
当
時
の
石
徹
白
一
族
の
中

で
見
当
た
ら
ず
、
長
澄
を
紀
伊
守
と
比
定
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
長
澄
は
、
既
に
織
田
方
に
属
し
て

い
た
が
、
下
間
頼
照
に
は
気
づ
か
れ
ず
に
い
た
の

だ
っ
た
。

　

桜
井
平
四
郎
は
、
織
田
方
と
し
て
殺
害
さ
れ
た
も

の
の
、
父
平
右
衛
門
に
対
し
て
、
信
長
は
「
本
意
之

上
、
右
徒
党
永
可
為
成
敗
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
六
呂
師
村
に
対
す
る
報
復
は
直
ち
に
履
行
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（
�
）。

　

下
間
頼
照
の
安
養
寺
・
石
徹
白
紀
伊
守
へ
の
依
頼

は
、
平
四
郎
殺
害
と
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
。
奥
美

濃
郡
上
郡
か
ら
の
織
田
勢
の
侵
攻
が
現
実
味
を
帯
び

て
い
る
中
で
、
方
策
を
講
じ
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
既
に
織
田
方
は
、
美
濃
本
巣
郡
の

根
尾
氏
に
「
加
賀
・
越
前
、
其
外
北
国
よ
り
大
坂
へ

通
候
商
人
□

（
同
カ
）旅

人
」
の
勾
留
を
命
じ
て
お
り
、
越
前

国
大
野
郡
か
ら
山
間
部
を
南
下
し
た
地
域
を
押
さ
え

て
い
た
。
ま
た
、
一
時
武
田
方
に
内
応
し
た
郡
上
郡

の
遠
藤
氏
も
、
信
玄
の
死
を
契
機
に
織
田
方
に
再
び

降
り
許
さ
れ
、
朝
倉
義
景
攻
撃
に
加
わ
っ
て
い
た（
�
）。

　

平
泉
寺
が
山
中
ノ
一
揆
・
本
覚
寺
の
軍
勢
に
敗
れ

焼
討
ち
さ
れ
た
の
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
四

月
一
五
日
で
あ
る
。
同
年
二
月
時
点
で
、
本
願
寺
の

指
令
を
受
け
た
一
揆
勢
は
、
坊
官
杉
浦
玄
任
が
大
将

と
な
り
、
土
橋
信
鏡
を
匿
っ
て
い
た
平
泉
寺
を
攻
撃

し
た
が
、
敗
退
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
北
袋
一
揆
の

大
将
嶋
田
将
監
・
勝
厳
寺
の
手
勢
が
、
対
平
泉
寺
戦

に
備
え
て
い
た（
�
）。

　

本
願
寺
政
権
に
と
っ
て
、
平
泉
寺
攻
撃
は
、
信
鏡

討
伐
以
上
に
、
来
る
べ
き
対
織
田
戦
の
た
め
の
大
野

郡
方
面
＝
搦
手
の
防
備
の
一
環
と
し
て
重
要
だ
っ

た
。
現
に
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
の
織
田

信
長
の
越
前
再
征
時
に
は
、
金
森
長
近
と
原
政
茂

は
、
織
田
軍
本
隊
と
は
別
に
、
濃
州
口
か
ら
郡
上
表

を
経
て
、越
前
大
野
郡
に
侵
攻
し
て
い
る（
�
）。

こ
の
時
、

日
根
野
備
中
守
・
同
弥
左
ヱ
門
（
弥
治
右
衛
門
）
が
、

遠
藤
氏
を
先
鋒
と
し
、
長
滝
寺
経
聞
坊
・
斉
用
坊
・

西
泉
坊
の
案
内
で
、
大
野
郡
穴
間
七
坂
で
一
揆
勢
を

破
り
、
一
揆
方
の
穴
間
城
攻
撃
で
、
金
森
長
近
と
合

流
し
た
こ
と
が
、
遠
藤
氏
と
長
滝
寺
の
記
録
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る（
�
）。

　

一
方
、
金
森
・
遠
藤
勢
の
大
野
郡
侵
攻
時
の
、
石

徹
白
長
澄
・
桜
井
平
右
衛
門
尉
の
動
向
は
不
明
だ
が
、

そ
の
後
、長
澄
は
金
森
長
近
父
子
に
属
し
た
こ
と
が
、

家
伝
等
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
長
澄
は
天

正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
の
小
牧
・
長
久
手
合
戦
及
び
、

翌
一
三
年
（
一
五
八
五
）
の
金
森
勢
の
飛
驒
国
侵
攻

の
際
に
、
長
近
か
ら
具
体
的
な
指
示
を
下
さ
れ
た
り
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
一
号

近
況
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
、
長
近

の
配
下
に
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
�
）。

　

な
お
、
遠
藤
氏
の
家
伝
で
は
、
同
氏
が
金
森
長
近

の
飛
驒
国
征
圧
に
全
面
協
力
し
、
加
勢
し
た
と
伝
え

る
。
そ
の
中
で
、「
遠
藤
記
」
で
は
、石
徹
白
長
澄
が
、

金
森
長
近
に
立
ち
は
だ
か
る
三
木
自
綱
攻
撃
の
先
陣

と
な
っ
た
と
し
て
い
る（
�
）。

こ
の
真
偽
は
定
か
で
な

い
が
、
次
の
史
料
か
ら
、
長
近
が
白
山
三
之
室
に
関

す
る
裁
定
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

�

白
山
□（
三
之
）□室
并
水
の
ミ
為
造
用
勧
進
、
如
前
々

可
仕
者
也
、
仍
状
如
件
、

　
　
　
　

天
［　
　

］

（
正
四
年
）　
　
　
　

金
森
五
郎
八　
　

　
　
　
　
　
　

六
月
十
日　
　
　
　
　

長
近（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

石
平
左
衛
門
殿（
�
）

　

滅
亡
し
た
朝
倉
氏
に
替
わ
り
、
越
前
国
大
野
郡
の

支
配
者
と
な
っ
た
金
森
長
近
が
、
天
正
年
間
に
、
石

徹
白
平
左
衛
門
に
対
し
て
、
白
山
三
之
室
と
水
飲
み

場
造
営
の
勧
進
を
許
可
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

後
年
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
別
山
室
焼
失

が
契
機
と
な
り
、
石
徹
白
村
と
牛
首
・
風
嵐
両
村

と
の
間
で
、
別
山
室
・
三
之
室
地
子
銭
納
入
を
め
ぐ

る
相
論
が
勃
発
し
た
。
そ
の
際
に
、
石
徹
白
村
側
で

は
、「
別
山
御
神
体
之
儀
者
、
大
野
城
主
金
森
五
郎

八
様
、天
正
拾
三
年
ニ
奉
鋳
、同
拾
四
年
ニ
社
御
造
栄
、

御
神
体
御
裏
書
御
棟
札
ニ
神
職
之
筋
目
明
白
ニ
御
座

候
」
と
主
張
し
、
金
森
長
近
の
別
山
神
体
鋳
造
と
社

殿
造
営
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
。
長
近
に
よ
る
神

体
＝
本
尊
の
「
白
山
禅
定
別
山
大
行
事
権
現
御
本
地

聖
観
世
音
菩
薩
之
御
尊
像
」
鋳
造
は
、
天
正
一
三

（
一
五
八
五
）
年
の
夏
に
な
さ
れ
、
白
山
社
家
最
頂
と

し
て
石
徹
白
長
澄
が
関
わ
っ
て
い
た
。
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
二
月
に
平
泉
寺
が
作
成
し
た
「
白
山
禅

定
御
建
立
次
第
」
に
も
、
長
近
の
別
山
本
尊
社
頭
建

立
が
記
さ
れ
て
い
る（
�
）。

　

長
近
の
別
山
保
護
は
、
石
徹
白
長
澄
の
動
向
と
深

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
先
述
の
よ

う
に
、
小
牧
・
長
久
手
合
戦
時
か
ら
、
長
澄
は
、
金

森
勢
の
一
翼
を
担
い
飛
驒
方
面
の
情
報
を
提
供
し
て

い
た
。
越
前
国
大
野
郡
と
飛
驒
国
間
の
緊
張
が
高
ま

る
過
程
で
、
長
澄
を
は
じ
め
と
し
た
石
徹
白
村
は
、

遅
く
と
も
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
に
金
森
氏
に

属
し
、
三
之
室
と
水
飲
み
場
の
構
築
を
含
め
た
別
山

支
配
を
保
証
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
�
）。

［
史
料
Ｃ
］

　
　

�

一
、
閏
八
月
上
旬
、
秀
吉
北
国
へ
御
進
発
、・
・

（
中
略
）・
・
飛
驒
国
ヲ
ハ
金
森
五（

長
近
）郎

ハ
入
道
ニ

被
下
候
、
則
三
木
成
敗
ト
シ
テ
金
森
人
数
差
遣

之
、

　
　

�

一
、
飛
驒
国
三
木
御
成
敗
、
秀
綱
兄
弟
二
人
生

害
、
入
道
自
綱
ハ
存
命
、
九
月
也
、
当
国
ハ
稲
葉

勘
右
衛
門
存
知
之（
�
）、

［
史
料
Ｄ
］

　
　
　
　

�

尚
以
馬
之
事
、
駒
ニ
て
も
又
ハ
だ
馬
ニ
て

も
見
立
、
可
然
候
ハ
ゝ
、
い
か
ほ
と
も
其

方
在
所
石
徹
白
迄
ひ
か
セ
候
て
お
か
る
へ

く
候
、

　
　

�

態
令
申
候
、
仍
其
国
之
儀
大
野
と
相
隔
、
殊
上

方
へ
出
入
不
自
由
之
間
、色
々
御
理
申
上
表
候
、

就
夫
堺
廻
ニ
て
御
知
行
給
候
、
大
野
之
儀
も
勿

論
無
別
儀
候
間
、
於
拙
子
ハ
可
心
安
候
、
一
段

之
仕
合
共
候
、
然
共
其
国
へ
ハ
稲
葉
勘

（
重
通
）右

衛
門

方
先
可
被
遣
由
被
仰
出
候
、
其
間
之
儀
下
々
猥

無
之
様
ニ
堅
被
入
念
可
被
申
付
候
、
国
衆
之
事

も
稲
勘
右
へ
具
申
談
候
間
、
不
可
有
別
儀
候
、

委
細
ハ
喜
三
か
た
ま
て
以
一
書
申
遣
候
間
、
諸

事
被
相
談
喜
三
次
第
ニ
可
在
之
候
、
万
端
機
遣

之
事
油
断
有
間
敷
候
、猶
正
村
又
八
郎
申
含
候
、

恐
々
謹
言
、
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

　
　
　
　

卯
刻　
　
　
　
　

五（
金
森
長
近
）

八
入

　
　
　
　
　

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

石
徹
白
彦
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候（
�
）

　
［
史
料
Ｃ
］・［
史
料
Ｄ
］
は
、
三
木
氏
滅
亡
後
の

飛
驒
国
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

羽
柴
秀
吉
の
意
向
で
、
一
時
的
に
稲
葉
重
通
が
飛

驒
国
を
支
配
し
て
い
た
が
、
同
時
に
長
近
が
同
国
へ

の
国
替
え
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
長
近
は
、
飛
驒
国

の
不
便
さ
を
訴
え
て
、
大
野
郡
の
支
配
を
認
め
ら
れ

た
ま
ま
で
、
飛
驒
国
周
辺
の
知
行
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
翌
年
に
長
近
の
飛
驒
国
転
封
は
正
式

に
決
定
さ
れ
た
が（
�
）、

国
替
の
過
渡
期
の
混
乱
し
た

状
況
下
で
、
長
澄
に
対
し
て
、
子
馬
・
駄
馬
で
も
構

わ
ぬ
の
で
、
見
栄
え
の
良
い
馬
を
多
く
集
め
る
こ
と

を
指
令
し
て
い
る
。
山
岳
地
帯
の
戦
闘
に
お
け
る
、

兵
粮
・
武
器
弾
薬
の
輸
送
手
段
と
し
て
の
馬
の
役
割

が
注
目
さ
れ
る（
�
）。

　

当
時
、
羽
柴
政
権
に
抵
抗
す
る
飛
驒
一
揆
が
蜂
起

し
て
お
り（
�
）、

長
澄
へ
の
指
令
は
、
一
揆
へ
の
対
応

の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
飛

驒
国
内
の
国
衆
と
牢
人
衆（
�
）の

取
り
ま
と
め
の
役
割

を
長
澄
が
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
飛
驒
国
に
対
す

る
影
響
力
と
金
森
家
中
に
お
け
る
立
場
の
大
き
さ
が

窺
え
る
。
ま
た
、
越
前
国
大
野
郡
か
ら
飛
驒
国
へ
の

進
軍
の
際
に
、
石
徹
白
村
が
重
要
な
兵
站
・
出
撃
基

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
ル
ー
ト
は
、
両
国
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

そ
の
途
中
の
飛
驒
国
白
川
郷
中
野
村
に
は
一
節
で
触

れ
た
本
願
寺
派
有
力
寺
院
照
蓮
寺
が
存
在
し
て
い

た
。
長
澄
と
照
蓮
寺
と
の
友
好
関
係（
�
）は

、
金
森
氏

の
軍
事
行
動
や
そ
の
後
の
領
国
支
配
に
多
い
に
役
立

つ
こ
と
に
な
る
。

　

美
濃
馬
場
長
滝
寺
経
聞
坊
は
、
朝
倉
氏
滅
亡
後

の
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
六
月
八
日
に
、
遠
藤
盛

数
に
白
鳥
別
当
田
職
を
安
堵
さ
れ
、
天
正
一
四
年

（
一
五
八
六
）
一
二
月
に
は
、
遠
藤
根
實
か
ら
白
鳥
別

当
領
祭
米
の
裁
許
に
関
す
る
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る（
�
）。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
織
田
信
長
の
越
前
再
征
時

に
は
、
遠
藤
氏
と
共
に
越
前
一
揆
攻
撃
に
加
わ
っ
た

と
い
う（
�
）。

こ
の
よ
う
に
、
朝
倉
氏
滅
亡
後
の
長
滝

寺
は
、
従
前
と
お
り
、
美
濃
国
郡
上
郡
の
領
主
で
あ

る
遠
藤
氏
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
。
金
森
氏
に
対
し
て

は
、
飛
驒
国
侵
攻
時
に
、
小
城
を
構
え
ら
れ
社
僧
が
、

　
　

�

金
森
ハ
袴
ノ
マ
チ
ニ
モ
サ
モ
似
タ
リ
腰
ガ
立
タ

　
　

ネ
バ
ヒ（

飛
驒
）ダモ

ト
ラ
レ
ズ
、

　
　

金
森
ト
銘
ハ
ウ
テ
ド
モ
ツ
マ
キ
リ
ノ
裁
ツ
ニ
タ

　
　

ヽ
レ
ヌ
ヒ（

飛
驒
）ダノ
細
布
、

　

と
い
う
狂
歌
を
読
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
よ
う
に（
�
）、

冷
や
や
か
な
対
応
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
遠
藤
氏
の
転
封
に
伴
い
、
稲
葉
貞
通
が

郡
上
郡
の
領
主
と
な
り
、長
滝
寺
を
保
護
し
て
い
る
。

関
ヶ
原
合
戦
後
に
再
び
遠
藤
慶
隆
が
郡
上
郡
に
復
帰

す
る
と
、長
滝
寺
は
「
寶
幢
坊
跡
」
を
安
堵
さ
れ
、「
寺

内
坊
屋
敷
并
外
畠
都
合
七
拾
六
石
」
を
末
代
寄
進
さ

れ
た（
�
）。

　

激
動
す
る
戦
国
末
期
の
情
勢
下
で
、
美
濃
禅
定
道

の
石
徹
白
中
居
社
と
長
滝
寺
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
織
豊

政
権
の
部
将
の
配
下
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
、
美
濃

禅
定
道
自
体
が
、
越
前
国
大
野
郡
・
美
濃
国
郡
上
郡
・

飛
驒
国
を
ま
た
が
り
存
在
し
て
お
り
、
複
雑
な
領
有

関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
支
配
者
自
体
が
、
短
期
間
で

入
れ
替
わ
る
中
で
、
命
脈
を
保
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
飛
驒
国
照
蓮
寺
・
美
濃
国
郡
上
郡
安
養
寺

は
、
こ
の
間
に
、
紆
余
曲
折
を
経
て
動
乱
を
乗
り
切

り
、
近
世
以
降
も
本
願
寺
派
有
力
寺
院
と
し
て
、
地

域
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。

　

安
養
寺
は
、
遠
藤
氏
と
結
束
し
て
、
武
田
信
玄
に
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五
十
八
巻
一
号

協
力
し
た
た
め
、
岐
阜
で
郡
上
郡
内
の
人
質
が
全
て

殺
害
さ
れ
、
共
に
織
田
方
の
三
木
嗣
頼
の
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
滅
亡
は
免
れ
て
い
る（
�
）。

一
時
、　

照
蓮
寺
の
あ
る
飛
驒
国
白
川
郷
に
移
っ
た

が
、
本
願
寺
派
寺
院
も
国
境
を
越
え
て
、
活
動
し
て

い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
両
者
の
関
係
は
維
持

さ
れ
て
お
り
、
遠
藤
秀
繕
は
、
本
能
寺
の
変
直
後
の

諸
勢
力
の
動
向
を
克
明
に
安
養
寺
に
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
、
遠
藤
氏
に
と
っ
て
安
養
寺
は
、
重
要
な

存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（
�
）。

　

長
滝
寺
周
辺
で
は
、
一
五
世
紀
に
本
願
寺
派
の
寺

院
が
創
建
さ
れ
、
長
滝
寺
末
か
ら
の
多
く
の
転
宗
が

あ
っ
た（
�
）。

し
か
し
、
そ
の
後
も
長
滝
寺
の
有
力
塔

頭
は
残
っ
て
お
り（
�
）、

同
寺
が
、
照
蓮
寺
と
の
関
係

同
様
に
、
安
養
寺
と
競
合
・
対
立
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
史
料
は
管
見
で
は
な
い
。

　

真
宗
本
願
寺
派
は
確
か
に
、
白
山
麓
で
信
者
を
増

大
さ
せ
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
白
山
信
仰
を

否
定
せ
ず
、
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
白

山
信
仰
が
衰
退
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
近
世
以

降
も
参
銭
・
湯
税
の
徴
収
を
は
じ
め
と
し
た
美
濃
禅

定
道
の
権
益
め
ぐ
り
、
関
係
村
落
・
越
前
馬
場
平
泉

寺
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
相
論
を
繰
り
広
げ
て
い
く（
�
）。

　

特
に
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
勃
発
し
た
相
論

で
は
、
平
泉
寺
が
訴
え
た
相
手
は
、
加
賀
国
能
美
郡

尾
添
村
・
越
前
国
大
野
郡
石
徹
白
村
白
山
中
居
権
現

神
主
名
代
、
同
神
頭
、
同
社
人
・
美
濃
国
郡
上
郡
長

滝
寺
阿
名
院
、
阿
名
院
地
中
持
善
坊
で
あ
る
。
石
徹

白
村
側
は
反
論
で
、
自
ら
を
越
白
山
神
主
、
同
神
頭
、

同
社
人
と
称
し
、
御
前
峰
の
美
濃
室
に
は
長
滝
寺
が

参
籠
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
相
論
の
裁

定
は
、
寬
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
幕
府
評
定
所
で

下
さ
れ
、
平
泉
寺
が
全
面
勝
訴
し
、
白
山
嶺
上
三
社

（
御
前
峰
・
御
汝
峰
・
別
山
）・
五
ヶ
所
の
室
の
管
轄

権
と
、
こ
れ
に
付
随
す
る
諸
権
利
が
独
占
的
に
認
め

ら
れ
た（
�
）。

依
然
と
し
て
、
白
山
麓
の
村
々
・
寺
社

が
国
境
を
越
え
て
活
動
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
相
論
自
体
が
、
多
数
の
参
詣
者
の
存
在

を
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
白
山
信

仰
が
、
普
及
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
な

る
。

　

ま
と
め
と
課
題　

　

戦
国
期
の
白
山
美
濃
禅
定
道
を
取
り
巻
く
諸
勢
力

は
、
積
極
的
に
国
境
を
越
え
て
活
動
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
美
濃
禅
定
道
に
関
わ
っ
た
朝
倉
氏
・
土
岐
氏
・

東
氏
・
三
木
氏
が
滅
亡
し
、
織
豊
政
権
の
支
配
を
経

て
、
幕
藩
体
制
が
確
立
す
る
。

　

領
主
が
変
遷
す
る
中
で
、
石
徹
白
中
居
社
・
長
滝

寺
は
、
命
脈
を
保
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
本
願
寺

派
有
力
寺
院
照
蓮
寺
・
安
養
寺
は
、
地
域
に
多
大
な

影
響
力
を
及
ぼ
す
存
在
で
あ
り
続
け
た
。
白
山
信
仰

と
真
宗
本
願
寺
派
は
、
対
立
・
競
合
す
る
こ
と
な
く

共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
下
で
白
山
麓
の
村
々
は
、
自
分
た
ち
の

権
益
を
保
持
・
拡
大
す
る
た
め
に
動
い
て
い
た
。
中

で
も
、
加
賀
国
山
内
の
牛
首
・
風
嵐
両
村
の
動
向
は
、

象
徴
的
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

両
村
は
、
も
と
も
と
白
山
信
仰
に
無
縁
だ
っ
た
が（
�
）、

加
賀
禅
定
道
・
美
濃
禅
定
道
に
生
活
の
糧
を
求
め
て

侵
出
し
て
い
き
、
既
得
権
を
侵
害
し
、
近
隣
の
村
々

と
相
論
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
近
世
以
降
も
続
き
、
複
雑
化
す
る
。

　

尾
添
村
と
の
明
暦
の
相
論
時
に
は
、
両
村
は
、
天

正
七
年
（
一
五
七
九
）
の
柴
田
勝
安
の
侵
攻
で
越
前

国
大
野
郡
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
ま
で
は
、
加
賀
国
能

美
郡
に
属
し
て
い
た
と
主
張
し
つ
つ
、
戦
国
期
の
天

文
相
論
以
来
の
越
前
馬
場
平
泉
寺
と
の
つ
な
が
り
を

維
持
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
石
徹
白
村
と
の
元
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

禄
の
相
論
で
は
、
天
正
七
年
以
前
は
、
加
賀
国
石
川

郡
に
属
し
て
い
た
と
の
論
理
を
展
開
し
た
。し
か
も
、

「
前
々
よ
加
賀
之
内
ニ
而
御
座
候
得
ハ
、
越
前
之
内
ニ

御
座
候
平
泉
寺
構
可
被
申
様
も
無
御
座
候
、
前
御
造

営
之
時
分
、終
平
泉
寺
手
伝
被
申
候
儀
は
無
御
座
候
」

と
、
平
泉
寺
と
は
一
線
を
画
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相
論

で
、
以
前
は
加
賀
国
に
属
し
て
い
た
と
い
う
状
況
証

拠
と
し
て
、
東
本
願
寺
か
ら
、
両
村
を
含
む
一
八
ヶ

村
の
門
徒
・
末
寺
・
手
次
寺
が
、「
加
州
能
美
郡
」・「
加

賀
国
石
河
郡
」・「
加
賀
国
石
河
郡
之
内
」
と
見
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る（
�
）。

　

両
村
は
、
そ
の
時
々
の
都
合
で
、
元
々
の
所
属
先

を
能
美
郡
・
石
河
郡
と
使
い
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
相
論
を
優
位
に
進
め
る
方
便
の
一
つ

に
す
ぎ
ず
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
、両
村
の
主
体
的
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
脈
略
で
、
平
泉
寺
と
の
距
離
を
お
く
た
め
に
、

東
本
願
寺
に
よ
る
認
識
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
越
前

国
大
野
郡
と
は
現
実
的
に
異
な
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

牛
首
・
風
嵐
村
が
白
山
の
氏
子
で
あ
る
こ
と
と
、

東
本
願
寺
の
門
徒
で
あ
る
こ
と
は
、
矛
盾
し
な
い
。

ち
な
み
に
、
近
世
寺
檀
制
度
の
影
響
も
考
慮
せ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
現
在
も
両
村
の
全
住
民
は
、
東
本
願

寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の
門
徒
で
あ
る
。
両
村
は
、
元

禄
の
相
論
で
、
石
徹
白
村
が
美
濃
禅
定
道
と
は
無
関

係
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
強
調
し
た
う
え

で
、
石
徹
白
村
の
返
書
に
「
神
職
ハ
密
々
以
相
伝
御

祈
願
等
相
務
申
儀
御
座
候
ヘ
ハ
、
為
土
民
神
職
之
支

配
難
及
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
と
り
あ
げ

て
い
る
。
相
論
の
焦
点
で
あ
っ
た
両
村
へ
の
地
子
銭

納
入
を
承
諾
す
れ
ば
、
石
徹
白
村
の
神
職
自
体
に
異

議
を
唱
え
る
気
は
な
い
が
、「
為
土
民
難
及
な
と
ヽ

過
言
申
上
候
、
石
徹
白
之
者
共
何
方
ニ
て
官
位
等
ヲ

被
許
高
官
ニ
成
、
私
と
も
を
土
民
と
申
候
哉
、
此
段

御
尋
被
遊
可
被
下
候
」
と
自
分
等
を
侮
辱
し
た
文
言

に
強
い
反
発
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る（
�
）。

　

こ
の
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
白
山
と
の
地
理
的
関

係
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
職
の
称
号
自
体

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
何
も
権
威
が
無
い
こ
と
を
主
張

し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
石
徹
白
村
と
の
相

論
後
に
は
、
積
極
的
に
惣
神
主
・
白
山
社
家
と
名
乗

る
よ
う
に
な
る（
�
）。

ま
さ
に
、
相
論
相
手
や
状
況
次

第
で
、
門
徒
と
神
主
・
社
家
の
立
場
を
巧
み
に
使
い

分
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

白
山
麓
住
民
の
相
論
の
背
景
と
し
て
、
白
山
信
仰

の
隆
盛
が
あ
る
。
し
か
し
、
道
者
の
白
山
禅
頂
へ
の

登
坂
自
体
が
、
純
粋
な
信
仰
心
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
の
か
も
含
め
、
戦
国
期
以
降
の
前
近
代
の
人

間
の
行
動
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ

る
。
禅
頂
参
詣
も
、
行
き
帰
り
に
は
、
宿
坊
な
ど
の

宿
泊
施
設
に
加
え
、
温
泉
・
湯
治
場
が
あ
り
、
多
分

に
娯
楽
的
要
素
・
観
光
的
側
面
が
含
ま
れ
て
い
た
と

見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う（
�
）。

　

中
世
特
有
の
「
心
意
の
世
界
」
に
関
し
て
、
支

配
・
統
治
の
側
面
か
ら
の
鋭
い
分
析
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
被
支
配
者
側
の
本
音
（
仏
神
を
都
合
良
く
利

用
す
る
）
に
つ
い
て
の
考
察（
�
）も

重
要
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
白
山
麓
の
諸
勢
力
の
即
物
的
・
現
実
主

義
的
な
対
応
を
よ
り
一
層
追
究
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
織
田
政
権
に
対
す
る
白
山
麓
の
七

山
家
一
揆
・
北
袋
一
揆
の
抗
戦
継
続
に
通
じ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
別
稿
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

註（
１
）
浅
香
年
木
『
百
万
石
の
光
と
影　

新
し
い
地
域
史
の

発
想
と
構
築
』　

Ｐ
一
三
五
～
一
三
六
（
能
登
印
刷
・
出

版
部
、
一
九
八
八
年
）
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
一
号

（
２
）『
福
井
県
史
』
通
史
編
二
中
世　

Ｐ
七
七
〇
～
七
七
一

（
３
）
長
滝
寺
文
書
「
荘
厳
講
執
事
帳
」
第
二
巻
、以
下
、「
荘

厳
」
と
略
す
（『
白
鳥
町
史
』
史
料
編
古
記
録
、以
下
、『
白

鳥
』
史
と
略
す
。）

（
４
）「
石
徹
白
徳
郎
家
文
書
（
捕
遺
）」
一
号
（『
白
鳥
』
史

　

古
記
録
）

（
５
）「
桜
井
文
書
」
四
六
号
（『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代

中
世
一
、
以
下
、『
岐
阜
』
史
と
略
す
。）

（
６
）
経
典
奥
書　

寿
楽
寺
「
大
般
若
波
羅
密
多
経
」（『
岐
阜
』

史
二
）、「
天
文
日
記
」
天
文
八
年
一
〇
月
一
九
日
、
一
〇

月
二
一
日
、
一
〇
月
三
〇
日
、
一
一
月
一
二
日
、
一
一
月

一
四
日
条
（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
）

（
７
）「
勝
鬘
寺
蔵
旧
高
山
照
蓮
寺
文
書
」
一
七
号
（『
新
編

岡
崎
市
史
』
六
史
料
古
代
中
世
）

（
８
）
太
田
光
俊
「
本
願
寺
末
寺
の
位
置
―
小
牧
・
長
久
手

の
合
戦
期
の
飛
騨
国
か
ら
―
」（『
戦
国
期
の
真
宗
と
一
向

一
揆
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）

（
９
）
同
時
代
の
史
料
で
、
東
常
慶
の
花
押
（『
岐
阜
』
史
一

花
押
・
印
章
一
覧
一
二
三
）
と
野
田
常
慶
の
影
写
本
の
花

押
（『
岐
阜
』
史
四　

花
押
・
印
章
一
覧
一
二
七
）
を
比

較
し
た
が
、
後
者
が
小
さ
く
、
同
じ
か
否
か
判
断
で
き
な

か
っ
た
。
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

同
様
の
見
解
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

（
⓾
）
遠
藤
氏
が
戦
国
末
期
に
郡
上
の
支
配
権
を
掌
握
す
る

具
体
的
な
経
緯
の
大
半
は
、『
遠
藤
家
旧
記
』・『
遠
藤
家
譜
』

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
写
真
版
・
写
本
を
所
蔵
）
な

ど
近
世
以
降
に
作
成
さ
れ
た
史
料
で
し
か
、
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
遠
藤
氏
に
と
っ
て
都
合
よ
く
記

述
・
編
纂
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考

慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
⓫
）
太
田
光
俊
氏
は
、
こ
の
起
請
文
を
阿
弥
陀
起
請
と
し

て
い
る
が
、
両
名
が
阿
弥
陀
起
請
＝
阿
弥
陀
仏
に
誓
約
し

て
い
る
理
由
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
（
註
（
８
）
前
掲
太

田
論
文
）

（
⓬
）
金
龍
静
「
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
間
氏
」（『
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
二
四
、一
九
七
七
年
）

（
⓭
）『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
八
七
八
号
、以
下
、『
信

長
』
と
略
す
。

（
⓮
）
金
龍
静
『
一
向
一
揆
論
』　

Ｐ
一
四
四
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
）、
太
田
光
俊
氏
は
、
本
願
寺
・
照
蓮
寺
と

内
ヶ
嶋
氏
は
共
闘
関
係
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。（
註（
８
）

太
田
前
掲
論
文
）

（
⓯
）「
寶
幢
坊
文
書
」
九
号
（『
岐
阜
』
史
一
）

（
⓰
）「
寶
幢
坊
文
書
」
一
〇
号

（
⓱
）「
経
聞
坊
文
書
」
五
〇
号
（『
岐
阜
』
史
一
）

（
⓲
）「
天
文
日
記
」
天
文
八
年
八
月
三
日
条
、『
新
訂
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
第
九
、「
慶
隆
御
一
世
聞
書
」・「
秘
聞
郡

上
古
日
記
」（『
郡
上
八
幡
町
史
』
史
料
編
一
）

（
⓳
）『
新
編
白
川
村
史
』
上
巻
Ｐ
二
九
四
で
は
、
内
ヶ
嶋
氏

の
関
係
史
料
を
検
討
し
、
独
自
に
内
ヶ
嶋
系
図
を
作
成
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雅
氏
の
子
雄
円
（
応
円
）
を

経
聞
坊
院
主
・
治
部
卿
と
比
定
し
、
応
円
の
子
の
良
雄
（
意

休
）
―
孫
の
治
部
卿
徳
方
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
応

円
は
、
治
部
（
卿
）
宛
に
書
状
を
書
い
て
い
る
。（「
経
聞

坊
文
書
」
三
七
号
）

　
　

以
上
の
よ
う
に
、［
史
料
Ａ
］
の
卿
殿
を
応
円
と
断
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
前
註
（
⓱
）「
経
聞
坊

文
書
」
五
〇
号
の
「
経
聞
坊
慶
祐
同
坊
由
緒
書
」
の
系
図

に
あ
る
応
円
の
四
代
跡
の
経
聞
坊
院
主
慶
雅
も
、
天
正

一
三
年
（
一
五
八
五
）
時
点
で
、
応
円
の
子
と
み
な
さ
れ

る
良
雄
の
譲
状
で
治
部
卿
と
書
か
れ
て
い
る
。（｢

経
聞
坊

文
書
」
三
八
号
）

　
　

良
雄
と
慶
雅
と
の
具
体
的
な
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

慶
祐
は
、
自
身
を
系
図
で
慶
雅
の
法
嗣
と
記
し
て
い
る
。

（「
経
聞
坊
文
書
」
五
〇
号
）
一
方
、
良
雄
は
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
九
月
に
「
経
聞
坊
良
雄
」
と
名
乗
っ
て
お

り
（「
経
聞
坊
文
書
」
三
一
号
）、
経
聞
坊
院
主
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
が
、
治
部
卿
だ
っ
た
徴
証
は
な
い
。

　
　

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
経
聞
坊
院
主
の
中
で
、
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

治
部
卿
を
称
し
て
い
た
者
が
何
人
か
い
た
も
の
と
判
断
さ

れ
よ
う
。

（
⓴
）『
高
山
別
院
史
』
上
巻　

Ｐ
二
一
・
一
〇
六

（
㉑
）『
高
山
別
院
史
』
上
巻　

Ｐ
二
六
～
二
七

（
㉒
）
前
註
（
⓴
）

（
㉓
）『
福
井
県
史
』
資
料
編
七　

解
説
二
中
世
史
料
に
つ

い
て　

Ｐ
一
〇
六
〇
、
以
下
、『
福
井
』
資
と
略
す
、『
平

凡
社
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
二
一
岐
阜
県
の
地
名　

Ｐ

六
五
四
油
坂
峠

　
　

な
お
、
現
在
、
福
井
県
―
岐
阜
県
を
結
ぶ
道
を
福
井

県
側
で
は
「
美
濃
街
道
」、
岐
阜
県
側
で
は
「
越
前
街
道
」

と
呼
ん
で
い
る
が
、
中
世
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
呼
称

を
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。（
大
野
市
教
育
委
員
会
文

化
課
の
御
教
示
に
よ
る
）

（
㉔
）「
経
聞
坊
文
書
」
二
七
号

（
㉕
）「
経
聞
坊
文
書
」
二
八
号
、「
寶
幢
坊
文
書
」　　
　

一
五
号

（
㉖
）「
荘
厳
」

（
㉗
）
前
註
（
⓾
）
参
照

（
㉘
）「
鷲
見
榮
造
氏
所
蔵
文
書
」
四
・
五
号
、「
小
島
明
二
氏

所
蔵
文
書
」
一
・
二
号
（『
岐
阜
』
史
一
）

（
㉙
）
前
註
（
５
）、（
㉓
）『
福
井
』
資
七　

解
説
二
中
世
史

料
に
つ
い
て　

Ｐ
一
〇
六
〇

（
㉚
）「
石
徹
白
文
書
」
八
号
（
石
徹
白
徳
郎
氏
所
蔵　
『
岐
阜
』

史
一
）

（
㉛
）
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
、「
石
徹
白
御
給
人
御
百

性
中
」
は
、
朝
倉
氏
に
山
中
棟
別
銭
半
済
を
納
入
し
て
お

り
、
朝
倉
氏
の
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。（「
石
徹

白
文
書
」
一
一
号
）

（
㉜
）「
石
徹
白
文
書
」
二
一
号
、
こ
の
訴
え
は
、
大
野
郡
司

朝
倉
景
鏡
か
ら
一
乗
谷
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。（「
上
村
弥

弥
家
文
書
」
一
号
『
白
鳥
』
史
二　

古
記
録
）

（
㉝
）「
石
徹
白
文
書
」
一
二
号

（
㉞
）「
荘
厳
」

（
㉟
）「
石
徹
白
文
書
」
二
二
号

（
㊱
）『
越
前
国
名
蹟
考
』
第
三
編　

Ｐ
七
七
一
、『
平
凡
社

日
本
歴
史
地
名
大
系
』
一
八 

福
井
県
の
地
名　

Ｐ
九
〇

上
打
波
村

（
㊲
）「
天
文
日
記
」
天
文
八
年
一
〇
月
七
日
条
、「
貞
享

二
年
加
能
越
里
正
由
緒
記
」
一
号
（
若
林
喜
三
郎
『
加

賀
藩
農
政
史
の
研
究
』
上
巻　

史
料
編
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
）、
な
お
「
天
文
日
記
」
の
当
該
部
分
に

関
し
て
、『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
で
は
、「
山
内
四

郡
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、『
金
沢
市
史
』
資
料
篇
二　

三
六
二
号
・『
加
能
史
料
』
戦
国
一
〇　

Ｐ
二
一
三
は
、「
山

内
四
組
」
と
翻
刻
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
（
西
本
願
寺
）
財
務
部
に
申
請
し
て
、原
本
の
コ
ピ
ー

を
入
手
し
、「
山
内
四
組
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
㊳
）「
顕
如
上
人
文
案
」
永
禄
一
二
年
（『
真
宗
史
料
集
成
』

第
三
巻
）

（
㊴
）「
石
徹
白
文
書
」
一
三
号

（
㊵
）「
石
徹
白
文
書
」
二
六
号

（
㊶
）『
勝
山
市
史
』
第
二
巻
原
始
～
近
世　

Ｐ
一
九
七
～

一
九
八

（
㊷
）「
天
文
日
記
」
天
文
一
二
年
一
二
月
二
四
日
条

（
㊸
）『
石
川
縣
史
』
第
貳
編　

Ｐ
四
一
三
～
四
一
六
、『
平

泉
寺
文
書
』
一
五
一
・
一
五
二
号
、「
桜
井
文
書
」
四
二
号
、

両
村
と
平
泉
寺
と
の
相
論
で
は
、
石
徹
白
村
は
平
泉
寺
を

支
援
し
て
い
る
。

（
㊹
）
註
（
１
）
浅
香
前
掲
書　

Ｐ
一
四
四
、
見
瀬
和
雄
「
近

世
白
山
争
論
と
白
山
麓
幕
領
の
成
立
―
大
名
領
知
権
の
性

格
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』

第
二
四
号
、
一
九
九
〇
年
）

 （
㊺
）「
石
徹
白
藤
左
衛
門
家
文
書
」
一
号
（『
白
鳥
』
史　

古
文
書
）、「
伺
事
記
録
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』

上
巻
）、
横
山
住
雄
『
織
田
信
長
の
系
譜　

信
秀
の
生
涯

を
追
っ
て
』
第
三
章
五
、
白
山
信
仰
（『
教
育
出
版
文
化

協
会
、
一
九
九
三
年
）

 （
㊻
）
本
願
寺
門
徒
が
多
い
白
山
麓
の
日
本
海
側
扇
状
地
で

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
八
巻
一
号

も
、
白
山
信
仰
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
小
阪　

大
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）

（
㊼
）『
大
日
本
史
料
』
一
〇
編
之
六　

Ｐ
五
八
七
～
五
八
八

（
㊽
）
谷
口
克
広
『
織
田
信
長
合
戦
全
録　

桶
狭
間
か
ら

本
能
寺
ま
で
』　

Ｐ
九
七
～
一
〇
一
（
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
二
年
）

（
㊾
）「
荘
厳
」

（
㊿
）『
信
長
公
記
』
巻
六
・
七
、『
信
長
』
三
八
五
・
四
〇
一
号
、

「
朝
倉
始
末
記
」（『
蓮
如　

一
向
一
揆
』
続
・
日
本
仏
教

の
思
想
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）

（
�
）「
桜
井
文
書
」
一
六
・
一
七
・
一
八
・
二
一
号

（
�
）「
桜
井
文
書
」
一
九
号
、「
石
徹
白
文
書
」
五
四
号

（
�
）「
斎
藤
甚
右
衛
門
家
文
書
」
一
号
、「
白
山
神
社
文
書
」

一
号
（『
福
井
』
資
七
）、「
朝
倉
始
末
記
」

（
�
）
註
（
�
）、「
桜
井
文
書
」
二
二
号

（
�
）「
石
徹
白
文
書
」
四
三
号
、
理
乗
が
下
間
頼
照
で
あ
る

こ
と
は
、谷
下
一
夢
氏
が
立
証
し
て
い
る
。（
谷
下
一
夢「
本

願
寺
の
坊
官
下
間
氏
に
つ
い
て
」『
龍
谷
学
報
』三
二
一
号
、

一
九
三
八
年
、
同
『
増
補
真
宗
史
の
諸
研
究
』
同
朋
舎
、

一
九
七
七
年
に
所
収
）

（
�
）「
石
徹
白
徳
郎
家
文
書
（
補
遺
）」
一
・
二
号

（
�
）「
桜
井
文
書
」
一
九
号

（
�
）『
金
沢
市
史
』
資
料
篇
二　

五
四
六
号
、「
経
聞
坊
文
書
」

三
二
号
、「
安
養
寺
文
書
」
四
・
一
九
・
二
〇
号
、「
小
島
明

二
氏
所
蔵
文
書
」
一
号
（『
岐
阜
』
史
一
）、「
遠
藤
記
」

（
�
）「
朝
倉
始
末
記
」

（
�
）『
信
長
公
記
』
巻
八

（
�
）
宝
幢
寺
文
書
「
長
滝
寺
真
鏡
正
編
」（『
白
鳥
』
史
一

　

古
記
録
）、「
遠
藤
記
」

（
�
）「
石
徹
白
徳
郎
家
文
書（
補
遺
）」一
・
二
号
、「
金
森
文
書
」

（『
大
日
本
史
料
』
一
一
編
之
一
九　

Ｐ
五
三
三
～
五
三
四

号
、
同
一
一
編
之
二
〇　

Ｐ
八
三
～
八
四
）

（
�
）『
遠
藤
家
譜
』、「
遠
藤
家
旧
記
」（『
大
日
本
史
料
』

一
一
編
之
二
〇　

Ｐ
八
九
）、「
遠
藤
記
」

（
�
）「
石
徹
白
文
書
」一
号（
石
徹
白
平
左
衛
門
氏
所
蔵　
『
岐

阜
』
史
一
）

（
�
）『
平
泉
寺
文
書
』
一
五
・
八
四
・
九
五
・
九
六
・
一
〇
〇
号
、

「
石
徹
白
徳
郎
家
文
書
（
補
遺
）」
二
号

（
�
）
註
（
�
）
の
史
料
を
、『
岐
阜
』
史
一
と
「
石
徹
白
平

左
衛
門
家
文
書
」（『
白
鳥
』
史　

古
文
書
）
で
は
、
天
正

四
年
（
一
五
七
六
）
と
比
定
し
て
い
る
。

　
　

越
前
国
大
野
郡
の
支
配
者
と
し
て
、
長
近
が
別
山
に
関

わ
る
裁
定
を
し
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、

長
近
の
白
山
へ
の
関
与
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
天
正
一
三

年
（
一
五
八
五
）
以
降
で
あ
る
。

（
�
）「
宇
野
主
水
日
記
」
天
正
一
三
年
八
月
上
旬
・
一
〇
月

一
五
日
の
次
の
条
（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
）

（
�
）「
金
森
文
書
」（『
大
日
本
史
料
』
一
一
編
之
一
九　

Ｐ

五
三
三
～
五
三
四
）

（
�
）
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
に
、
長
近
は
正
式
に
飛

驒
国
へ
転
封
さ
れ
た
。（『
岐
阜
県
飛
驒
国
大
野
郡
史
』
上

巻　

Ｐ
五
四
七
）

（
�
）
藤
本
正
行
『
逆
転
の
日
本
史
［
戦
国
合
戦
・
本
当
は

こ
う
だ
っ
た
］』　

Ｐ
一
四
（
洋
泉
社
、
一
九
九
七
年
）、

鈴
木
眞
哉
『
鉄
砲
と
騎
馬
軍
団
』　

Ｐ
九
四
～
九
八
（
洋

泉
社
、
二
〇
〇
三
年
）

（
�
）「
秋
田
藩
採
集
文
書
」、「
飛
州
三
澤
記
」、「
濃
北
一
覧
」、

「
遠
藤
家
旧
記
」（『
大
日
本
史
料
』
一
一
編
之
二
〇　

Ｐ

八
二
～
八
九
）

（
�
）「
金
森
文
書
」（『
大
日
本
史
料
』
一
一
編
之
二
〇　

Ｐ

八
三
～
八
四
）

（
�
）『
高
山
別
院
史
』
上
巻　

Ｐ
二
六
、
天
正
一
五
年

（
一
五
八
七
）
照
蓮
寺
は
、
長
澄
を
通
じ
て
金
森
氏

と
の
起
請
文
を
交
換
し
て
い
る
。（「
石
徹
白
文
書
」

一
九
・
五
八
号
）

（
�
）『
美
濃
国
長
瀧
寺
史
料
』
八
四
号
、「
寶
幢
坊
文
書
」

一
八
号
（『
岐
阜
』
史
一
）

（
�
）
註
（
�
）

（
�
）「
長
滝
寺
真
鏡
正
編
」
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竹
間　

白
山
麓
国
境
地
域
の
検
討　

―
越
境
す
る
人
々
―

（
�
）「
経
聞
坊
文
書
」
三
九
号
、「
寶
幢
坊
文
書
」
一
九
号
・

二
〇
・
二
一
号
、「
長
瀧
寺
文
書
」
九
号
、「
若
宮
成
光
氏

所
蔵
文
書
」
五
号
（『
岐
阜
』
史
一
）、『
美
濃
国
長
瀧
寺

史
料
』
九
二
号

（
�
）「
安
養
寺
文
書
」
四
・
一
九
・
二
〇
号
（『
岐
阜
』
史
一
）、

「
勝
鬘
寺
蔵
旧
高
山
照
蓮
寺
文
書
」
一
六
号
（『
新
編
岡
崎

市
史
』
六
史
料
古
代
中
世
）、「
経
聞
坊
旧
記
」（『
大
日
本

史
料
』
一
〇
之
六　

Ｐ
八
五
七
～
八
五
八
）

（
�
）『
郡
上
郡
史　

合
本
』　

Ｐ
二
二
六
、
脊
古
真
哉
「
郡

上
安
養
寺
の
成
立
と
展
開
―
初
期
真
宗
門
流
か
ら
本
願
寺

教
団
へ
の
一
例
」（『
日
本
古
代
の
史
料
と
制
度
』、
岩
田

書
院
、
二
〇
〇
四
年
）「
安
養
寺
文
書
」
一
六
号
、「
秘
聞

郡
上
古
日
記
」
で
は
、
同
史
料
を
掲
載
し
、
遠
藤
秀
繕
を

秀
綱
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
遠
藤
家
御
先
祖
書
」・「
遠

藤
記
」
の
系
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
秀
綱
を
胤
基
・
胤
重
（
胤

基
の
弟
）
の
初
名
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、

秀
繕
は
、
遠
藤
氏
の
有
力
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

永
禄
年
間
の
末
に
、
三
木
氏
が
畑
佐
氏
と
結
託
し
て
郡
上

に
侵
攻
し
た
際
、
安
養
寺
乗
了
の
門
末
が
遠
藤
氏
に
味
方

し
て
、
撃
退
し
た
と
伝
え
る
。（「
遠
藤
記
」・「
秘
聞
郡
上

古
日
記
」）

（
�
）『
白
鳥
町
史
』
通
史
編
上
巻　

Ｐ
二
三
六
～
二
三
七

（
�
）「
荘
厳
」

（
�
）『
石
川
縣
史
』
第
貳
編　

Ｐ
四
一
六
～
四
二
四

（
�
）
註
（
�
）、『
平
泉
寺
文
書
』
二
一
七
号
、「
桜
井
家
文
書
」

四
四
号（『
白
鳥
』史
一
）、「
上
村
弥
江
家
文
書
」一
号（『
白

鳥
』
史
二　

古
記
録
）

（
�
）
註
（
１
）
浅
香
前
掲
書　

Ｐ
一
四
四

（
�
）『
平
泉
寺
文
書
』
九
五
号
、「
白
山
麓
拾
八
ヶ
村
留
帳
」

（『
白
峰
村
史
』
下
巻　

Ｐ
四
二
〇
）

（
�
）『
平
泉
寺
文
書
』
一
〇
二
号

（
�
）「
白
山
一
巻
留
書
」（『
白
峰
村
史
』
下
巻
）、　
『
平
泉

寺
文
書
』
一
五
〇
・
一
五
五
号

（
�
）『
平
泉
寺
文
書
』
一
六
〇
・
一
六
六
号

（
�
）
藤
木
久
志
『
戦
国
の
作
法
』　

Ｐ
二
二
三
～
二
四
四
（
平

凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
中
野
豈
任
『
祝
儀
・
吉
書
・
呪

符
』
Ｐ
二
四
五
～
二
五
三
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
八
年
）、

峰
岸
純
夫
「
戦
国
時
代
の
制
札
」（『
古
文
書
の
語
る
日
本

史
』
五
戦
国
・
織
豊
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
）、
木

越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の
研
究
』　

Ｐ
五
〇
（
桂

書
房
、二
〇
〇
〇
年
）、拙
著
『
北
陸
の
戦
国
時
代
と
一
揆
』

第
一
部
第
三
章
（
高
志
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
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